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「CLTリユースの手引き」作成委員会 

委員長 巻頭言 

 

 

 建築を解体して別の場所で再度組立てる行為や、建築を解体した時に出てきた材料を廃棄

することなく別の新築現場で建設材料として使う行為は、地球環境問題が声高に叫ばれるよ

りもずっと以前から存在している。そうした行為は、歴史的な建築の中にも多く見出すこと

ができるし、建設現場等で使われている仮設事務所の類のようにごく卑近なところでも見出

すことができる。だから、一旦建てた建物を解体する際に、新築にも使えるような建築構成

材を取り出し、同じ場所或いは別の場所での新築工事にリユースすること自体は、技術的に

難しいことではないと言って良いだろう。 

 それでは、建築のリユースが一般的に成立するかと言えば、話はそう簡単ではない。最も

大きなのは需要と供給の関係、それら二つの間の整合性をいかに取り得るかということであ

る。仮設の現場事務所の場合には、解体までの期間が一般的に短いということと、それが世

の中でかなりの量使われ続けているということから、需要と供給が一般的な「市場」という

形で安定的に整合している。しかし、単なる移築は別として、少数の建物で構成材のリユー

スを意識して、それがし易いように配慮した設計・施工をしたとしても、それがいつ解体さ

れるのか不明である限り、その構成材をリユースしたいという需要があったとしても、その

需要に即応する供給が成り立つ保証はない。 

 技術的に見れば、加工のしやすい木材でできたCLTはリユースしやすい材料だと言える

が、だからと言って、リユース建築が容易に成立するわけではない。今回は幸いなことに、

大阪万博という限られた期間にのみ利用される複数の施設がCLT建築としてつくられると

いう、需要と供給の間の整合性をとりやすい特殊な機会に恵まれることから、技術のこと、

所有権の移転のこと等を含めて、リユース可能なCLT建築を成立させる条件を具体的に検

討することができた。 
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一般的な形でリユース建築が成立するには、市場の成立という大きな課題が残っているこ

とに変わりはないが、今回の検討によって、それ以前の条件整理が一通りできたことには大

きな意義があると思う。この成果を、構成材のリユース等、資源循環型建築産業の具体化に

向けた木造建築業界を初めとする多くの方々の今後の検討において基礎資料としてお使い頂

けると幸いである。 

     2023年 3月 

         「CLTリユースの手引き」作成委員会 委員長 

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻 特任教授 松村秀一 

（2023年 7月現在 早稲田大学理工学術院総合研究所 研究院教授） 
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